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数
年
前
に
真
宗
大
谷
派
か
ら
分
派
し
た
寺

院
に
売
却
さ
れ
て
い
た
」と
報
告
し
ま
し
た
。

最
後
に
島
委
員
よ
り
、
２
０
１
９
年
度

開
催
の
「
第
50
回
九
州
地
区
組
長
研
修
協

議
会
」
に
つ
い
て
、
沖
縄
特
区
担
当
に
て

来
年
7
月
2
〜
3
日
開
催
に
正
式
決
定
し

た
と
報
告
さ
れ
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
財
務
承
認
議
案
】

第
1
号　

２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
度
一
般

会
計　

沖
縄
県
宗
務
事
務
所
費
歳
計
決
算

第
2
号　

２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
度
特
別

会
計　

沖
縄
県
宗
務
事
務
所
伝
道
車
維
持

積
立
金
歳
計
決
算

第
3
号　

２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
度
特
別

会
計　

沖
縄
県
宗
務
事
務
所
振
興
金
庫
積

立
金
歳
計
決
算

第
4
号　

２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
度
特
別

会
計　

沖
縄
県
宗
務
事
務
所
退
職
積
立
金

歳
計
決
算

第
5
号　

２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
度
特
別

会
計　

子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
推
進

費
歳
計
決
算

6
月
29
日
（
金
）
19
時
よ
り
、「
２
０
１
８

（
平
成
30
）
年
度
第
１
回
沖
縄
県
宗
務
推
進

会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
財
務
承
認
議
案
第
1
号
か

ら
第
5
号
に
つ
い
て
、
事
務
局
が
決
算
書

を
読
み
上

げ
て
説
明
、

根
原
八
十

和
委
員
よ

り
会
計
監

査
が
報
告

さ
れ
、
全

会
一
致
で

全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
事
項
で
は
、
第
4
種
賦
課
金
分
の

特
区
賦
課
金
に
つ
い
て
、
佐
々
木
龍
三
所

長
よ
り
「
今
年
度
か
ら
第
4
種
賦
課
金
が

賦
課
さ
れ
て
お
り
、
特
区
賦
課
金
に
つ
い

て
は
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
度
一
般
会

計
予
算
案
に
お
い
て
説
明
し
、
議
決
さ
れ

た
。
そ
の
後
、前
回
開
催
の『
２
０
１
７（
平

成
29
）
年
度
第
3
回
沖
縄
県
宗
務
推
進
会

議
』
欠
席
者
か
ら
『
第
4
種
賦
課
金
は
災

害
特
化
の
賦
課
金
で
あ
り
、
特
区
で
も
寺

院
被
災
の
復
興
支
援
財
源
に
充
当
し
て
は

ど
う
か
』
と
意
見
が
で
た
。
来
年
度
の
予

算
編
成
を
ど
う
す
べ
き
か
は
本
会
議
に
て

協
議
い
た
だ
き
た
い
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

伊
波
善
弘
委
員
よ
り
「
第
4
種
賦
課
金

分
の
特
区
賦
課
金
は
少
額
の
た
め
、
寺
院

へ
の
教
化
助
成
費
や
特
区
内
全
か
寺
へ
の

災
害
保
険
料
に
し
て
は
ど
う
か
」、
島
武
夫

委
員
よ
り
「
沖
縄
も
災
害
は
予
測
さ
れ
る

の
で
、
災
害
に
特
化
し
て
は
ど
う
か
」
と

意
見
が
出
ま
し
た
。
所
長
よ
り
、
①
今
年

度
と
同
様
に
一
般
会
計
へ
収
納
②
災
害
用

資
金
と
し
て
特
別
会
計
へ
収
納
の
2
案
を

提
示
し
、
多
数
決
で
、
こ
れ
ま
で
通
り
一

般
会
計
へ
の
収
納
が
決
定
。
災
害
時
は
、

委
員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
特
区
予
算
よ

り
支
弁
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

報
告
事
項
で
は
、
笠
置
信
行
参
与
よ
り

「
第
３
１
３
回
定
期
宗
会
」
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
続
け
て
、
前
回
の
推
進
会

議
で
質
問
が
あ
っ
た
恩
納
村
の
親
鸞
聖
人

銅
像
及
び
鐘
楼
堂
に
つ
い
て
所
長
よ
り「
公

益
財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
三
豊
工
業
の
所
有
物
だ
っ
た
が
、

第
１
回

沖
縄
県
宗
務
推
進
会
議

6
月
19
日
（
月
）
は
安
芸
教
区
歓
喜
会
の
皆
さ
ん
、

7
月
4
日（
水
）は
長
崎
教
区
布
教
団
、7
月
6
日（
金
）

は
熊
本
教
区
・
大
分
教
区
布
教
団
の
皆
さ
ん
が
沖
縄
別

院
に
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
新
し
く
な
っ
た
本

堂
や
納
骨
堂
を
見
学
さ
れ
、
佐
々
木
龍
三
輪
番
が
お
話

し
た
沖
縄
で
の
真
宗
の
歴
史
や
特
区
開
教
の
歩
み
な
ど

を
聞
い
て
、
理
解
を
深
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
の
ご
参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ハイサイ!!

沖
縄
へ
よ
う
こ
そ安芸教区歓喜会の皆さん

熊本・大分教区布教団の皆さん 長崎教区布教団の皆さん

行事
案内

9 月後半の行事
キッズサンガ【久米島布教所】

９月１６日（日）午前 10 時～
法話会【久米島布教所】

９月１６日（日）午後 7 時～
お経の練習会【沖縄別院】

９月２０日（木）午後 7 時～
講師：伊波敬人 師（浄願寺住職）
秋季彼岸会【沖縄別院】

９月２３日（日）午前 10 時～
10 月の行事

秋まつり 2018【沖縄別院】
１０月１４日（日）午後 6 時 30 分～
キッズサンガ【久米島布教所】

１０月２１日（日）午前 10 時～
法話会【久米島布教所】

１０月２１日（日）午後 7 時～
常例法座【天久礼拝所】

１０月２８日（日）午前 10 時～
法話：正永顕真 師（別院職員）
11 月前半の行事

常例法座【沖縄別院】
１１月１１日（日）午前 10 時～
法話：齋藤謙吾 師（別院職員）

秋
ま
つ
り　
２
０
１
８

10
月
14
日
（
日
）
に
沖
縄
別
院
境
内
で
「
秋
ま
つ
り
２
０
１
８
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
昨
年
は
伊
祖
・
仲
間
・
牧
港
の
自
治
会
さ
ま
、
門
信
徒
の
方
々
な
ど
、
大
勢
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
も
近
隣
の
皆
さ
ま
と
の
楽
し
い
交
流
や
、
子
ど
も
・
若
者
と
の

ご
縁
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
エ
イ
サ
ー
、
演
奏
イ
ベ
ン
ト
、
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
、

盆
踊
り
、
抽
選
会
な
ど
を
予
定
し
て
、
皆
さ
ま
の
お
参
り
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

予
告 大

阪
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
、

台
風
第
21
号
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
な
ど
、

各
地
で
の
災
害
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に

衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。	

沖
縄
県
宗
務
事
務
所

※	

特
区
内
寺
院
・
布
教
所
の
行
事
告
知
・
レ
ポ
ー
ト
、
お
寺
紹
介
文
な
ど
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
問
合
せ
・
申
込
み
は
特
区
報
「
お
き
な
わ
」
担
当
ま
で
。
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６
月
23
日
（
土
）、
73
年
目
の
慰
霊
の
日

と
な
っ
た
こ
の
日
の
正
午
よ
り
、
沖
縄
別

院
本
堂
と
久
米
島
布
教
所
で
「
慰
霊
の
日
」

全
戦
没
者
追
悼
法
要
を
お
勤
め
し
ま
し
た
。

別
院
で
は
佐
々
木
龍
三
輪
番
の
導
師
の
も

と
、
多
く
の
方
が
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
久
米
島
町
立
大
岳
小
学
校
横
の

慰
霊
碑
前
で
は
「
平
成
30
年
久
米
島
町
全

戦
没
者
追
悼
」、
安
波
茶
・
仲
西
・
屋
冨
祖

自
治
会
の
慰
霊

碑
の
前
で
も
追

悼
法
要
を
お
勤

め
し
ま
し
た
。

久
米
島
町

全
戦
没
者
追
悼

式
で
は
、
遺
族

会
長
が
終
戦
の

年
に
起
き
た
日

7
月
3
日（
火
）〜
4
日（
水
）の
2
日
間
、

「
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
度
第
5
連
区
門

徒
推
進
員
実
践
研
修
会
」（
佐
賀
教
区
担
当
）

が
「
念
仏
者
の
生
き
方
に
つ
い
て
学
ぶ
〜

寺
と
門
徒
の
あ
り
方
〜
」
を
テ
ー
マ
に
佐

賀
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

特
区
よ
り
参
加
い
た
だ
い
た
石
川
八
代

子
さ
ん
に
報
告
い
た
だ
き
ま
す
。

〜〜
　
〜〜
　
〜〜
　
〜〜
　
〜〜

折
し
も
、
前
日
未
明
に
沖
縄
を
か
す
め

通
っ
た
台
風
7
号
が
九

州
北
部
に
接
近
し
、
鹿

児
島
教
区
か
ら
の
参
加

者
一
行
な
ど
は
一
般
道

路
を
バ
ス
で
4
時
間
半

か
け
て
会
場
入
り
さ
れ
た
そ
う
で
、
安
堵

の
内
に
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
は
有
難
い

こ
と
で
し
た
。
次
回
開
催
地
が
沖
縄
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
私
は
特
段
の
使
命
感
を

も
っ
て
研
修
会
に
臨
み
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
宮
本
義
宣
師
（
東
京
教

区
神
奈
川
組
髙
願
寺
住
職
、
連
研
中
央
講

師
）
の
お

話
を
聞

き
、
話
し

長
崎
の
皆
さ

ま
と
一
緒
に

挨
拶
を
し
ま

し
た
。
頭
の

中
は
連
日
の

研
修
内
容
で

い
っ
ぱ
い
で

し
た
が
、
ま

ず
「
さ
と
う

き
び
畑
」
の
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
を
歌
い
、
気

持
ち
を
整
え
て
お
話
し
し
ま
し
た
。

研
修
を
終
え
た
あ
と
の
夕
食
懇
親
会
で

は
、
円
卓
を
囲
み
な
が
ら
な
ご
や
か
な
交

流
の
輪
が
広
げ
ら
れ
、
歌
や
踊
り
も
盛
り

上
が
り
、
旧
交
を
温
め
、
新
た
な
出
遇
い

に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

佐
賀
教
区
の
久
保
照
代
会
長
を
は
じ
め
、

皆
さ
ま
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
二
年
後
、
長
崎
教
区
・
沖
縄
特
区
で

の
研
修
会
の
成
功
に
向
け
、
精
一
杯
努
め

て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。	

（
記
：
石
川
八
代
子
）

第
５
連
区
門
徒
推
進
員
実
践
研
修
会

九
州
の
推
進
員
〝
念
仏
者
〟
が

集
い
、
熱
い
思
い
を
語
り
合
う

次
回
２
０
２
０
年
度
の
開
催
地
は
沖
縄
!!

私
事
で
す
が
、
今
年
は
友
人
の
結
婚
式

に
呼
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
、
結
婚

式
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

結
婚
式
と
は
、
め
ぐ
り
遇
っ
て
結
ば
れ

る
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
お
二
人
が
、
新
た

な
人
生
を
歩
み
始
め
る
た
め
の
大
切
な
儀

式
で
す
。
当
別
院
で
も
仏
前
結
婚
式
を
執

り
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
言
葉
を
覚

え
て
い
ま
す
か
。
テ
レ
ビ
な
ど
で
は
「
必

ず
幸
せ
に
す
る
よ
」
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す

が
、
ひ
と
昔
前
は
「
一
緒
に
苦
労
し
て
く

れ
な
い
か
」
が
主
流
で
し
た
。

た
だ
、
こ
の
言
葉
は
「
苦
労
を
背
負
わ

ね
ば
な
ら
な
い
」
の
で
は
な
く
、「
と
も
に

苦
労
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
の

苦
労
は
私
も
一
緒
に
背
負
い
ま
す
」
の
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

『
仏
説
無

量
寿
経
』
に

「
も
ろ
も
ろ

の
庶し

ょ
類る

い
の
た

め
に
不ふ

請し
ょ
うの

友
と
な
る
。
群ぐ

ん
生じ

ょ
うを

荷か

負ぶ

し

て
こ
れ
を
重

じ
ゅ
う

担た
ん

と
す
」
と
あ
り
、
そ
の
意

味
は
「
な
に
も
言
わ
な
く
て
も
、友
と
な
り
、

一
緒
に
苦
し
み
を
背
負
っ
て
い
く
よ
」
で
、

仏
さ
ま
が
私
に
寄
り
添
っ
て
く
だ
さ
る
お

心
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
仏
さ
ま
は
、
結

婚
式
で
結
ば
れ
た
お
二
人
の
間
柄
の
よ
う

に
、
い
つ
も
私
を
気
に
か
け
、
と
も
に
歩

ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

私
の
友
人
に
も
、
二
人
そ
ろ
っ
て
仏
さ

ま
と
と
も
に
歩
む
人
生
で
す
か
ら
、
仏
さ

ま
の
お
心
に
か
な
う
「
和わ

顔げ
ん

愛あ
い

語ご

」
の
生

活
を
営
ん
で
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

（
職
員
A
）

ほとけさまの
おはなし

新
た
な
人
生
を

歩
み
出
す
お
二
人
に

合
い
法
座
が
10
班
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
私
は
、
沖
縄
に
は
古
く
か
ら
民
俗

信
仰
（
祖
先
崇
拝
）
が
あ
り
、
真
宗
文
化

の
歴
史
は
浅
い
こ
と
、
真
宗
へ
の
入
口
は
、

浄
土
真
宗
の
教
義
、
親
鸞
聖
人
へ
の
信
仰

で
あ
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

各
班
か
ら
の
発
表
が
行
わ
れ
、「
お
寺
は
心

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
」「
こ
れ
ま
で
は
先
祖
だ
け

に
手
を
合
わ
せ
て
い
た
が
、
み
教
え
を
聞

き
阿
弥
陀
さ
ま
に
手
を
合
わ
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
」「
お
参
り
す
る
こ
と
が
大
切
。
聴

聞
と
は
気
づ
き
を
い
た
だ
き
、
ど
う
生
き

る
か
を
考
え
る
こ
と
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
宮
本
師

か
ら
ま
と
め
の
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
班
の
話
し
合
い
法
座
を
聞
き
、
私
は

「
第
5
連
区
は
元
気
だ
な
」
と
感
じ
ま
し
た
。

多
く
の
人
が
門
徒
推
進
員
と
し
て
の
活
動

を
慶
び
、
思
い
を
形
に
し
た
い
と
い
う
強

い
気
持
ち
を
も
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

次
回
は
初
の
共
催
で
、
長
崎
教
区
・
沖

縄
特
区
が
担
当
し
ま
す
。
閉
会
式
で
は
、

上）講師の宮本師によるお話に聞き入る参加者
中）次回担当長崎・沖縄のあいさつ　下）話し合い法座の様子

沖縄別院での追悼法要

久米島町全戦没者追悼式

本
兵
に
よ
る
住
民
虐
殺
事
件
に
つ
い
て
話

さ
れ
、
久
米
島
町
長
は
「
再
び
戦
争
が
繰

り
返
さ
れ
な
い
よ
う
に
」
と
挨
拶
さ
れ
ま

し
た
。
島
内
の
小
中
学
校
の
生
徒
代
表
は

争
い
の
な
い
平
和
な
世
界
に
向
け
て
の
思

い
を
語
り
、
千
羽

鶴
が
慰
霊
碑
に
供

え
ら
れ
ま
し
た
。

世
界
各
地
で

今
も
争
い
が
絶
え

な
い
現
実
を
み
つ

め
、
い
の
ち
の
尊

さ
、
戦
争
の
悲
惨

さ
、
非
戦
・
平
和

の
大
切
さ
を
、
各

法
要
を
通
し
て
伝

え
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

慰
霊
の
日

沖
縄
各
地
で

戦
没
者
追
悼
法
要
勤
ま
る
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